
ドクムギ麗の分類 ( 生活体の特畿を基礎とした)

藤 本 義 昭

和戸市内のγグムギ属にはホ y ムギL o1iu m perene I 戒される。護審についてはドグムギそのものが有毒で
L . ヰズミムギ L. multifolum L . の二種類と務に γ| あるか. 又はとれに寄生ナる有義菌に主るかはま7ゴ明
J}' A ギL . temulentum L .の 3種が克られる。 Iらかでないといb れる。 γタムギの中には菌に侵芭れ
との 3穫は出穏前の草状が皆非常によく似ていて類| やナい系統のものがあるといわれる。にの F'J}' ムギに

はをさがあるのが普認であるが、中にはでのないノグテ別がはなは? ご困難である o ζれらは欧州原産の多年生
i シ γ J}' ムギ L. temulentum L. var. .teptochaetQD A  及び 1年生草本で. ホ y ムギ.. Jトズミムギの 2穫は牧|I  Be. という色の志ある。しかし自分の採集範囲では残草として種有な条件に透し、馬， LJ句、学が晴好ずる。 II!念ながら見る ζとが出来なかったので叉の機会にゆする

併し Fγ ムギは Temulin という有義成分を合んでい' . 1 るととにしたい。
る? とあに神経中艇をまひし散陸伶用色あるといわれ| 本属の出穂時には次の工うな諸点で明らかに区. ! lU'i:! .  
るo 特に経娠J馬では昔量産ナる恐れが多分にあるので替| れi . 5 o

ド J}' ム ギ キズミムギ ギ

省 暮小穂、とi可長 小穏の 1}3 長 暮小穏、と同長
『戸

で 外議と関長、若し〈は ではない。
16mm. 4}5 長、 4 - 6 m m .

中心部の 2脈卒行。背 5脈あり中心部及び雨

外頴 百に刺状突起がある。
両側に歯牙状の突起が

側の 3B反は特に顕著で
先端両側に歯牙状突起 ある。
がある。

ある。 先端は凹む。

両側に刺状突起がある 背面に刺状突起がある
縁辺に鋸歯がある。 4 l  

内 頴 派のうち両側の 2 脈が1反は不顕著である。 顕著である。

成体では以上の如くに区別されるが、幼体で区別す
る方法、s 1Pち小管による分類を数年来比較してみて次
の識別点を発見した。

3種の主主索表
A l 小管は7. K 卒‘畿形
A! 小舌は裁形なちすも

(Fig.l)………ドグムギ

(Fig.2)二H ・H ・- ・キズミムギ
B2 小舌は山形 中央部は2.5mrn.両端は 2mrn.

(Fig.3)・H ・H ・-・ホ Y ムギ
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Fig. 1， L. ternillenturn L  
ドグムギ
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Fig. 3， L. perene L. 
ホアムギ

(以下14頁へ緩く)
- 15 ー



. とれに反し、チ寸キササは卒地の掌原、人家の附近| たまに結実する笹の実の成り年にはミ且ズの名をー暦
を問わすも一帯にあれあの長大な薬は日常生活の器物| 高か b しめた色のであると思われるが現代の様に食器
には、食料品の包物として毎日大いに剥用したに相違| も安価で便剥な衛生的なものがE んE ん出来たのでつ
あるまい。時には開花結実して差是年には貯え、銭径の| い忘れ勝となり、ぞれに反して根曲竹ば竹細工殊に信
年に出して食べたととで色あろう。何しろ他の主食物| 濃の養蚕とオ目侠って泰箔を初め妥具の資材として根簡
と異って、玉虫ろし〈長年月の貯蔵氏効くもので、山の| 竹の利用が急騰し、本家のミスズがt:ん? ゴん近縁の様
辺の農家では何10年と云う志のが倉の中に仕舞い込ん I尚竹の称呼として移ったものである。 ζの臆慨は信濃
で、凶年の澄として居るにとで色あり、恐ら〈万葉人| で笹の実でつく= コた団子はミスズグ Y ゴと呼ばれ、仁
も不時のために貯えたととでもあろうれからつ〈ヨ ? と飴はミスズアメと称えられて、うまく
最後に信濃のミスズの方言に就いて考える必妥があ| ナマ考ササの薬で包んで皇室〈東京辺にまで売り出して
る。ミエズのつo'言は根曲竹とチマキササの両種に残つ| いる。読者の中には乞度、ああさラ云えばヰ、と領寸志
ている亡とを数民信濃路に出張調査して確めて置い lかれる方が御ありでし工う。 ζ の援に今も古老の問
?と o とれば確に上代にはチマキササの独占していた方
言が姦永以後、浪曲竹の細工が盛んに行れる様になっ
て来たので本来のミ 1 ズのお株を奪って了った色ので
< i ; るど考えたい、何故なちばとんな例は我聞に極〈普
通なととであるからである。例えば今日寧にグ F イと
去っている色のは官名シロ♂ワイである o 菅の 11 'tJ イ
即ち今のグログザイは本邦原産の色のであり、今のク
りイは中国の原産である o 又我苛が常に食べる翠泉も
総入当初は西洋 9
呼ぶ様になれ管の林治は今は和 9
た、動植物名の古今の変遷は時の需要に応ヒて転々と
変るものである。前述のチマヨーも食器の代理を務/tJt.と
時代は押しも押されぬ本家本元であったに相違なく、

(15貰より〉
3穫の詑載

γ11 ムギ、 Lolium temulentum L. Fig. 1  
1 年生にして密に叢生2薬は茎を抱き2 関節部( 葉翰
と薬身の着点〉は再縁で広く、中央背部にて狭くなり

で、或は局部的にナT キササにミエズの名が現容して
ヤるととを見てもヲ百分市その問のイ寺サツを証明して
いる証処と三者わねばならぬ。
上の各方面に豆る混向からしてミスズをチマキササ
と為て軍配団扇を挙げても設も呉議はないであろうと
信中る色のである。

(後言i ¥ )
ミスズに関ナる丈献は殴る多くある< 1 ¥ 、各々著者に

充分なる植物学の知識がないたる、何を指した志のか
不明なもの多〈、明確なる考訟を火き、叉、先魔者の
知識の孫引き豆電は数穫の説の翠なる混合すあるた b
k 、採るに足るな? と言君、あたので除外した。

/J、舌はE実質、中央官官は 2.5mm、 両端2 m m、無毛山
形ょ菜鮪は開き長軟毛を線に生すも5 葉身は巾5 m m .
15 ..... 
を有ナ。裳面無毛、楽表に軟毛を疎主主E 節は褐色。
以上の如くに企活体 lご基すもいでそれらを分類ナれ

器部! : l : 築基( 耳〉に緩む葉基は茎を抱き 2 m m、斯| ば. いつでも 3種を区別するととが出来るがち使税で
尖、鈎状2小昔はE実質. 裁形 .1.2mm;薬草車は閉さ脈| ある。他のイキ斜援物についてみてもとれるの小菅守

I〆菜墓の形態に主って分類を試みたいと念願し材料を集
m m . 中程より先は下垂ナ、両縁には非常に微細な
鋸歯を有ナる。裏面無毛なるも表面の脈聞は疎に細
三琶を有すs節は紫掲色なり。
ヰズミムギ. L. multiforum L a  M i:u:ck .Fig. 2  
多年生にセ密に叢生3 棄は茎を抱く 3 関節部は薬基
lこ続く部分は広く背部は狭し. 断面は直角状7より E
薬基は茎を抱き 2II!m . 先は檎下垂νJ、音は膜質、業
基の予三、茎の% 上り小、無三色、喫7仇薬草自は開く、

c m‘中程上り先は下霊し重量絢な鋸歯あり. 菜裏書事
F 毛. 業表欽毛を有ナz節は築紫褐色なり。
ホ y ムギ、 L. perene L. Fig. 3  
密に叢生ナる多年生草本にしてz薬は茎を抱さ関節
部は基部で広く背部¥ : ; : て狭し、縁辺は波状形なり 2

めつつある。
最後に親切に御指導下さった兵庫高校. 室井縛先生
に厚く御ネしを申し上げます。
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